












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































資　料 時　　期 試　料 文　献
鳥浜貝塚
鳥浜貝塚
鳥浜貝塚
鳥浜貝塚
鳥浜貝塚
鳥浜貝塚
鳥浜貝塚
鳥浜貝塚
田名遺跡
江袴遺跡
角谷遺跡
縄文時代前期
縄文時代早前～前期
縄文時代前期
縄文時代前期
縄文時代前期
縄文時代前期
縄文時代草創期以前～前期
縄文時代草創期以前～前期
弥生時代後期末～平安時代
弥生時代後期末～平安時代
弥生時代後期～平安時代以降
江端遺跡（黒田）縄文時代後期以降
黒田
黒田
黒田（岩屋）
牛屋遺跡
牛屋遺跡
北寺遺跡
北寺遺跡
ユリ遺跡
ユリ遺跡
ユリ遺跡
中山
中山
1970yrBP，　1420yrBP
4000～2600yrBP
3390yrBP，　3140yrBP
弥生時代中期・古墳
縄文時代後期・弥生時代中期
縄文時代中期末～後期
縄文時代中期末～後期
縄文時代後半期以降
縄文時代晩期・弥生時代後期～古墳時代
縄文時代後期～晩期
3080yrBP
3350yrBP，　4000yrBP
木製品
木炭
木製品
自然木
丸木舟
石斧柄
自然木
木製品
木製品
木製品
木製品
自然木・埋没林
埋没株
埋没株
埋没株
木製品
自然木・立株
自然木
木製品
自然木・立株
木製品
丸木舟
埋没株
埋没株
嶋倉1979
西田1980
嶋倉1981
嶋倉1981
畠中1983
鈴木・能城1987
能城・鈴木1990
能城ほか1996
鈴木・能城1988
鈴木・能城1990
鈴木・能城1991
植田・辻1991，辻ほか1995
岡田1984
木村・辻1989
高原ほか1988，高原・竹岡1990
辻ほか199i
植田・辻1990、辻ほか1995
植田1992，植田・辻1992
植田・辻1992
植田・辻1996
植田1996
中ホ寸‘まカx1996
岡田1984
植田・辻1995
（5）古墳時代，奈良・平安時代
　木材化石群から植生を復元できるような試料は得られていない。
　木材利用は，弥生時代と同様に，木製品に占めるスギの割合は圧倒的に多い。しかし，古墳時代
から奈良・平安時代になるにっれ，ヒノキの利用率が増加する傾向がみられる（鈴木・能城，
1988，　1990，　1991）。
4．考　察
　若狭湾沿岸の特に三方低地帯では，木材化石群集の詳細な調査が行われ，資料の蓄積がなされて
きた。各時期ごとの木製品にスギが占める割合を図5に示した。それを見ると縄文時代はスギ材は
使用されているものの30％以下である。ところが，弥生時代中期から後期になると一気に85％にも
なり急速に利用率があがる。古墳時代も80．5％と高い。そして奈良・平安時代になると69．8％にや
や下がる。それによって，当地域の特徴であるスギ材の豊富さは弥生時代以降に顕著になったこと
が明らかになった。縄文時代草創期以前から当地域にスギは生育していたがそれほど多くはなく，
木製品にもそれほど多くは使用されてはいなかった。縄文時代早期以前では，植生でも優占してい
たトネリコ属が木製品でも最も多く使われていた。スギは前期になってから木製品に最も多く使用
される樹種になる。しかし，スギ以外の樹種を利用していることも多く，決してスギばかりではな
かった。それが，弥生時代後期以降からは圧倒的にスギが様々な器種に使われるように急変する。
それは擢の樹種からも読みとれる。当地域からはスギの大木をくり貫いて作った丸木舟が前期（鳥
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浜貝塚）から1艘，縄文時代後期～晩期（ユリ遺跡）から4艘が出土し，これらはすべてスギであ
る。一方擢は縄文時代前期から古墳時代のものについては樹種調査の結果が報告されているが，奈
良・平安時代のものはない。前期の権は出土数63点のうち，ヤマグワが最も多く33点，ケヤキ11
点，スギとケンポナシ属が各4点，ムクロジ3点，アカガシ亜属2点，イヌガヤ・クリ・モクレン
属・ヤマザクラ・キハダ・トネリコ属が各1点であり，スギはあまり使われておらず，ヤマグワ以
外は様々な樹種を利用していたようである（能城ほか，1996）。縄文時代中期は4点あり，スギ・
サカキ・トチノキ・不明針葉樹であり（植田・辻，1992），やはり様々な樹種を使用している。と
ころが，弥生時代後期末～古墳時代の擢は，田名遺跡出土の6点，江袴遺跡の10点，ユリ遺跡の5
点は，不明針葉樹1点以外はすべてスギであった（鈴木・能城，1988，1990；植田，1996）。擢に
使用されていた樹種を時期ごとに検討しても，弥生時代後期末からはスギが圧倒的に多く使用され
るようになったことがわかる。
　スギは，縄文時代の前半では徐々に増加していた。ところが縄文時代の中期末から後期・晩期に
かけて急速に増加し，分布域も個体数も急増する。当地域では低地の水田下にスギの埋没林がある
ことが知られていたが，これらのスギはまさにこの時期に低地に分布拡大したスギであったことが
判明した。しかしスギが低地に分布拡大した時期の木材利用はそれ以前樹種利用と変わりがない。
つまり，スギ材が多く使われているが，同じ器種であってもスギのほかに様々な樹種を使用してい
る。遺跡から出土したスギ材もそうであるが北陸の天然のスギの年輪は非常に緻密で成長が遅い。
したがって材が利用できるようになるまでに成長するには非常に時間がかることが判る。したがっ
て分布を拡大しても，材が利用できるまでには相当な時間がかかるため，植生の変化が同時的に木
材利用の変化には現れないのであろう。当地域では弥生時代後半以降からあらゆる器種や用途にス
ギが多用されるようになる。縄文時代後晩期に低地に拡大したスギが弥生時代後半にようやく利用
できるまでに成長し，近くで豊富に入手可能なスギ材を利用するようになったとも考えられる。ま
た，水田開発のために低地のスギを伐採して，貯蓄して順次使用していたことも考えられる。また
辻ほか（1995）が指摘しているように，黒田での堆積層の調査から埋没林の包含層であるE層堆積
時に堆積物の撹乱と堆積環境の変化をほぼ同時に引き起こす事件があったとも考えられる。いずれ
にしても，弥生時代以降からのスギ材利用の多さは，なにが要因になっていたのか。また古墳から
奈良・平安時代に移るに従いヒノキ材が多くなるのは畿内の樹種利用の嗜好の影響なのか，それと
も植生の変化や加工技術または当地域の堆積環境の変化とも関連していないか解明してゆく問題が
ある。
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Holocene　Fossil　Wood　Assemblages　and　Wooden　Artifacts　in　the
Lowland　along　the　Wakasa　Bay
Yayoi　UEDA
Archaeological　sites　exist　commonly　in　the　lowland　along　the　Wakasa　Bay，　and　some
of　these　yielded　fossil　wood　assemblages　and　wooden　artifacts．　PIere　wooden　artifacts
of　C乃ρ’o吻ε酩吻oη加dominate　since　the　Early　Jomon　Period，　when　27％of　wooden
artifacts　were　made　of　its　wood　in　spite　of　the　secondary　presence　in　the　surrounding
forests．　C．ノ40励oαestablished　lowland　forests　at　4，500－2，800　yr．B．P．　and　2，000－1，500
yr．B．P．　At　these　periods　C．」⑳o励cαaccounted　for　over　85％of　wooden　artifacts
ranging　from　boards，　spadesor　hoes，　to　dug一皿ts．　Intensive　use　of　C．ノ4ρo痂6αdecreased
in　the　Kofun　and　Nara・Heian　Periods　corresponding　with　the　decline　of　its　lowland
forests　in　this　area　and　with　the　growing　preference　for　C吻勿α¢のφ〃ゴs　ob沈sαin　the
Kinki　District．
Paleo・Labo
Shima　5－63，0guma－cho，　Hashima，　Gifu，501－6264　Japan
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〒501－6264岐阜県羽島市小熊町島5－63　アルビアル羽島1F
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